
★交通事故の発生状況（県内及び赤穂警察署管内）

　　

○違反別

○時間別

○事故類型別

○交番・駐在所別

【兵庫県内及び赤穂警察署管内の交通事故発生状況】
令和８年８月末における県内の人身事故は、昨年と比較して減少傾向です。

死亡事故死者は前年対比して１８名増加しており、高い水準が続いています。

（死者数７８人のうち高齢者は45人）

赤穂警察署管内では人身事故は１件減少、物件事故は12件増加しています。

人身事故の約７１％は、交差点や交差点付近で発生しています。

引き続き交差点では、安全速度と前方・左右の安全確認を、

一時停止がある交差点では確実に一時停止をして通過するようにしましょう。

８月末の県内の人身事故は9,034件

うち高齢者の関係する事故は3,241 （約３６％）

８月末の赤穂市内の人身事故は83件

うち高齢者の関係する事故38件 （約46％）

交通事故発生状況（令和８年８月末）

赤穂警察署管内の事故分析（令和８年８月末）

【赤穂警察署管内の交通事故分析】
○違反別

一時不停止と前方不注視が原因の事故が多発し

ています。

一時停止や徐行は確実に!! 脇見は厳禁!!
○時間別

昼間帯と夕暮時に事故が集中しています 

6～１2時、14～２０時に事故が多発!!

○事故類型別

追突や出会頭の事故が多くなっています。

交差点や交差点付近では安全確認を!!

高齢者の方は、ひと呼吸おいて左右の安全確認を！
令和７年中は赤穂市内で１３４件の人身事故が発生しました

うち高齢者が関係する事故は77件 （約57.4％）
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高谷 高雄 有年大橋 御崎 坂越駅前

赤穂警察署事故防止スローガン

「雨の日は 無理して急がず 事故防止」


